
命
と
向
き
合
う

index

❷ 移動子育てサロンがパワーアップ
❸ 規則正しい生活で健やかに
❹-❺  特集 野生鳥獣の被害を防ぐ

暮らしの守り人
❻-❽ 街の話題/コラム/お知らせ

　
雨
上
が
り
の
早
朝
。
木
々
の
隙
間
か

ら
ま
ぶ
し
い
光
が
差
し
込
み
ま
す
。
朝

露
に
光
る
ク
モ
の
巣
や
草
木
を
か
き
分

け
て
、
奥
へ
と
進
む
ハ
ン
タ
ー
た
ち
。

静
寂
に
包
ま
れ
る
丹
沢
の
森
に
は
、
足

音
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
響
き
渡
り
ま
す
。

　
丹
沢
地
域
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
野
生
鳥
獣
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
里
山
の
荒
廃
や
山
林
開
発
な
ど
の

影
響
で
、
す
み
か
が
狭
ま
っ
た
生
き
物

た
ち
は
、
食
べ
物
を
求
め
て
麓
へ
。
農

作
物
を
食
い
荒
ら
す
な
ど
、
人
々
の
生

活
の
す
ぐ
そ
ば
に
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。

　
猟
犬
を
連
れ
て
山
へ
入
っ
て
い
く
ハ

ン
タ
ー
た
ち
。
彼
ら
は
動
物
の
命
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
農
作
物
の
被
害
を
防

ぎ
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
守
っ
て
い

ま
す
。

《
4
・
5
面
に
関
連
記
事
》

問
農
業
政
策
課
☎
225
–
２
８
１
３
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２

　
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
保
護
者
が
子
ど

も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

を
保
育
士
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
で

す
。
年
間
の
利
用
者
数
は
３
５
０
０
人
を
超

え
、
近
年
は
特
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

（
左
欄
参
照
）。
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
で
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
な
が

ら
子
育
て
す
る
家
庭
を
よ
り
的
確
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
を
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
と
し
て
、

10
月
か
ら
岡
田
、
荻
野
新
宿
、
森
の
里
、
山

際
の
４
つ
の
児
童
館
で
開
設
し
ま
す
。

全
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援

　
こ
れ
ま
で
の
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
未

就
学
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
市
内
35
の

児
童
館
な
ど
で
月
に
１
回
ず
つ
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
年
齢

に
よ
る
利
用
の
制
限
を
撤
廃
。
妊
産
婦
や
全

て
の
子
育
て
世
帯
に
門
戸
を
開
き
、
週
３
回

に
わ
た
っ
て
保
育
士
が
不
安
や
悩
み
に
寄
り

添
い
ま
す
。
開
設
す
る
４
つ
の
児
童
館
は
、

地
域
ご
と
の
相
談
件
数
や
世
帯
数
を
考
慮
し

て
選
び
ま
し
た
。

　
岡
田
児
童
館
で
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
を
利

用
す
る
寺
岡
佳
織
さ
ん
（
41・岡
田
）
は
「
一

人
目
を
出
産
し
た
時
か
ら
利
用
し
て
い
る
。

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
睡
眠
や
食
事
な
ど

の
悩
み
を
保
育
士
に
相
談
で
き
る
の
は
あ
り

が
た
い
。
保
護
者
と
交
流
で
き
る
場
が
増
え

る
と
よ
り
安
心
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

育
児
の
悩
み
を
気
軽
に
相
談

　
未
就
学
児
を
育
て
る
保
護
者
が
児
童
館
な
ど
で
悩
み
を
相
談
で
き
る
「
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
」
が
、
10
月
か
ら
市
内

４
カ
所
を
拠
点
と
す
る
「
地
域
子
育
て
サ
ロ
ン
」
に
移
行
し
ま
す
。
対
象
年
齢
や
回
数
な
ど
を
大
幅
に
拡
大
。
相
談
の

機
会
を
充
実
さ
せ
、
誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

Zoom Up

移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

利用者同士の交流も魅力の一つ

子育て支援センター
保育士
福山 真由美（49）

誰でも気軽に相談を

　担当しているサロンでは、全員に声を
掛けるようにし、2回目以降は前回話し
た内容を踏まえて、会話しながら様子を
見守ります。離乳食や睡眠、きょうだい
関係の悩みなど、相談内容はさまざまで
す。子育ての不安は誰もが持つもの。身
近な人に相談しづらいことでも、気軽に
話しにきてください。
　新しい地域子育てサロンは、全ての子
育て世帯が利用できます。小学生以上の
悩みも、他部署と連携しながらサポート
し、地域に根差した安心できる環境づく
りをしていきます。

幼稚園・認定こども園

入園願書
受け付け開始

　市内17の園では個性豊かな
教育が実施され、預かり保育な
どの働く家庭をサポートする仕
組みが整っています。

問こども育成課☎225-2262

10月15日～入園願書配布

11月1日～願書受け付け

※願書や応募要項は各園で配布。
　配布開始日や時間、説明会の詳細は各園へ。

移動子育てサロン利用者数

※2020年度はコロナ対策のため一部期間休止

（人）
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（年度）24
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2020

1957

幼稚園・認定こども園　就職相談会無料

　幼稚園・認定こども園による就職相談会。就職を後押し
する就労応援給付金などの制度説明も実施します。

問こども育成課☎225-2262
《日時》9月27日　13～16時
《会場》あつぎ市民交流プラザ

申当日、直接会場へ。

子育て家庭の相談の場子育て家庭の相談の場

地域子育てサロン・ミニ 0～6歳の未就学児とその保護者を対象

・妻田（第1水曜）　　・古松台（第1金曜）　・金田（第2木曜）　
・鳶尾（第2金曜） 　　・愛甲（第3月曜）　　・妻田東（第3金曜）
・毛利台（第4火曜）　・緑ヶ丘（第4木曜）
いずれも児童館（愛甲は工事のため10月1日〜11月30日は休館）。
10時15分～11時45分。申当日、直接会場へ。

詳細はこちら問こども家庭センター☎225-2922

地域子育てサロン 全ての妊産婦や子どもがいる家庭などが対象

■岡田児童館　 （岡田5-9-1）
　火・木・金曜日
■荻野新宿児童館　 （下荻野1253-5）
　月・水・木曜日
■森の里児童館　 （森の里1-31-1）
　月・水・金曜日
■山際児童館　 （山際180）
　月・火・金曜日
いずれも9時30分～12時（12時30分まで相談
のみ受け付け）。申当日、直接会場へ。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
へ

　

現
行
の
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、「
地
域

子
育
て
サ
ロ
ン
・
ミ
ニ
」
と
し
て
８
カ
所
の

児
童
館
で
実
施
（
右
下
欄
参
照
）。
二
種
類

の
サ
ロ
ン
の
ひ
と
月
の
開
催
回
数
は
56
回

（
１
・
６
倍
）、
時
間
も
156
時
間
（
約
３
倍
）

へ
と
大
幅
に
拡
大
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
未
就
学
児
か
ら
青
少
年
ま
で
の

切
れ
目
な
い
支
援
を
続
け
る
た
め
、
訪
問
相

談
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
情
報

発
信
や
関
係
機
関
へ
の
連
携
を
強
化
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
子
育
て
環
境
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎
225-

２
９
２
２

詳細はこちら

無料



３ 2025（令和７）年９月１日

こころ、元気ですか

　生活の乱れが原因の生活習慣病は、誰もがなり得る病気です。いつまでも
元気でいられるよう、運動・食事・睡眠などを見直してみましょう。市でも、
がん検診や健康相談、講座などで、皆さんの健康を支えていきます。

規則正しい生活で健やかに
9月は健康増進普及月間

Zoom Up

週に１回の運動でも健康増進の効果がある

　
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
は
、
日
本

人
の
三
大
疾
病
で
す
。
普
段
の
生
活
習
慣
が

深
く
関
わ
る
病
気
で
、
２
０
２
３
年
の
死
因

割
合
で
は
約
５
割
を
占
め
ま
し
た
。
運
動
や

睡
眠
不
足
、
偏
っ
た
食
生
活
、
喫
煙
、
飲
酒
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
主
な
原
因
で
、
長
い
年
月

を
か
け
て
体
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
予
防
す

る
に
は
、
毎
日
の
生
活
を
振
り
返
り
、
見
直

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

生
活
に
ひ
と
工
夫
を

　
生
活
習
慣
病
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
防
ぐ

た
め
に
は
、「
通
勤
や
買
い
物
を
徒
歩
に
す
る
」

「
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
」

な
ど
、
日
常
の
中
で
無
理
な
く
体
を
動
か
す

工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
早
寝
早
起
き
な
ど
の
心
掛
け
も

大
切
で
す
。毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
が
、

健
康
へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
保
健
師
の
富
岡
健
一
さ
ん
（
43
）
は
「
身

に
付
い
た
習
慣
を
変
え
る
の
は
大
変
だ
が
、

少
し
ず
つ
で
も
積
み
重
ね
れ
ば
効
果
は
得
ら

れ
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
て

　
自
身
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
規
則

正
し
い
生
活
に
加
え
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

で
体
の
変
化
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
市
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に

つ
な
げ
る
た
め
、
が
ん
検
診
や
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど
を
実
施

（
左
欄
参
照
）。
他
に
も
、
運
動
・
食
育
の
講

座
や
健
康
づ
く
り
で
特
典
が
当
た
る
「
あ
つ

ぎ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
右
下
欄
参
照
）
な
ど

で
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
す
。

健
や
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
、
ま
ず
は
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
医
療
課
☎
225-

２
２
０
１

詳細はこちら

■ゲートキーパー養成講座
　身近な方のSOSサインに気付き、声を掛け、話を聴く方法な
どが学べる市民団体向けの出前講座を開いています。開催方法な
どの詳細は、健康医療課へ問い合わせてください。

出典　厚生労働省・令和５（2023）年人口
　　　動態統計月報年計（概数）の概況

問健康医療課☎225-2201

市HPはこちら

　心の疲れや悩みは一人で抱え込ま
ず、まずは相談してください。

自殺予防週間
9月10～16日は

■いのちのサポート相談
　電話や対面で、臨床心理士に相談ができます。
《日時》9月①8日 13～16時　②25日 9～12時
《会場》保健福祉センター
《対象》市内在住の方　　　　　《費用》無料
申前日までに健康医療課へ。

■リーフレット「こころ、元気ですか？」

 　心の健康や、福祉、子育て、
生活などの相談窓口を案内す
るリーフレットです。公共施
設に配架しているほか、市
HPからも閲覧できます。

《ウオーキング・チャレンジ》
期　　間　11月1日～12月26日
内　　容　1日平均5000歩以上を30日以上記録する
申11月27日までにアプリから申し込み。

健康相談・増進をサポート
■生活習慣予防健康相談
日時　午前【9時15分～、10時30分～（各回50分）】
　　　9月24日、10月2日、11月13日、12月8日
　　　午後【13時15分～、14時30分～（各回50分）】
　　　9月4日、10月14日、11月6・25日、12月22日
会場　保健福祉センター　
内容　保健師や管理栄養士による個別相談
対象　市内在住の方　　　費用　無料
申相談日の2日前までに健康医療課へ。
■がん検診
　早期発見で適切な治療につなげられ
るよう、8種類のがん検診などを実施
しています。受診方法や費用などの詳
細は市HPに掲載。
■健康度見える化コーナー
利用時間　平日　9～12時、13～16時
会　　場　保健福祉センター
対　　象　市内在住の20歳以上の方
内　　容　�血管年齢、骨健康度、体組成、

脳年齢、血圧、握力のチェック

市HPはこちら

健康増進・相
談などの詳細
はこちら

問健康医療課☎225-2201

全国の死因の構成割合
（2023年）

悪性
新生物
24.3

心疾患
（高血圧を除く）

14.7
老衰
12.1

脳血管疾患
6.6

肺炎
4.8

誤嚥性
肺炎
3.8

その他
33.7

（％）

《健康・チャレンジ》
期　　間　9月1日～12月31日
内　　容　健診・検診や予防接種を受ける
申期間内に電子申請システムから申し込み。

◆個人

◆グループ

申10月27日までに電子申請システムでグループ登
録し、10月31日までにアプリから参加申し込み。

《グループチャレンジ》
期　　間　10月1日～11月30日
取組内容　4～7人のグループで1日の平均歩数を競う

健康づくりを継続しよう

　スマートフォンアプリ「マイME-BYOカル
テ」などを使ってウオーキングや各種健診・
検診に取り組むと、特典が当たります。
� 問健康医療課☎225-2174

あつぎ健康健康チャレンジ

いずれも対象は市内在住在勤在学の方。無料。



餌を探しに人里へ下りてくる

鮮度を保つため狩猟後は２時間以内に解体

獲物をじっと待つ立間役のハンター

においや視覚を頼りに獲物を狙う

た
め
の
大
事
な
任
務
と
な
り
ま
し
た
。

猟
犬
と
共
に
山
へ

　
市
猟
友
会
は
月
４
回
、
市
内
の
山
に
入
り

ま
す
。
狩
猟
は
、
ハ
ン
タ
ー
が
犬
と
一
緒
に

野
生
鳥
獣
を
追
い
込
む
「
勢せ

子こ

」
と
、
迎
え

撃
つ
射
手
の
「
立た
つ
間ま

」
に
分
か
れ
ま
す
。
先

に
入
っ
た
立
間
が
、
山
を
囲
む
よ
う
に
位
置

に
着
く
の
を
待
っ
て
か
ら
、
勢
子
が
続
き
ま

す
。
安
藤
さ
ん
と
共
に
勢
子
と
し
て
行
動
す

る
吉
岡
祐
邦
さ
ん
（
41・上
依
知
）
が
、「
新

し
い
シ
カ
の
ふ
ん
と
足
跡
が
あ
っ
た
。
犬
を

放
す
」
と
、
無
線
で
仲
間
た
ち
に
情
報
を
伝

え
ま
す
。
放
た
れ
た
猟
犬
が
、
に
お
い
や
視

覚
を
頼
り
に
獲
物
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。「
北

側
へ
逃
げ
た
」。
吉
岡
さ
ん
も
大
き
な
声
で

シ
カ
を
追
い
や
る
と
山
に
銃
声
が
響
き
、
待

ち
構
え
て
い
た
立
間
が
シ
カ
を
仕
留
め
ま

し
た
。

　
狩
猟
中
は
、
誤
射
は
も
ち
ろ
ん
、
険
し
い

山
道
か
ら
の
滑
落
な
ど
、
不
注
意
が
命
に
関

わ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林

伐
採
の
影
響
で
地
形
が
変
化
し
て
い
る
た

め
、
常
に
情
報
を
共
有
し
て
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。「
獲
物
よ
り
も
無
事
故
が

最
優
先
だ
か
ら
ね
」。
安
藤
さ
ん
は
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　
市
内
に
生
息
す
る
シ
カ
は
、
約
６
０
０
０

頭
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
間
に
捕
獲

さ
れ
る
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
は
そ
れ
ぞ
れ
約

１
０
０
頭
、
ム
ク
ド
リ
や
ド
バ
ト
な
ど
は
約

２
０
０
羽
に
上
り
、
管
理
捕
獲
は
ま
だ
ま
だ

追
い
付
か
な
い
状
況
で
す
。「
ハ
ン
タ
ー
は

面
白
が
っ
て
野
生
鳥
獣
を
撃
っ
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
そ
こ
に
は
命
が
あ
る
」
と
、
力
を

込
め
る
安
藤
さ
ん
。
野
生
鳥
獣
も
生
き
る
た

め
に
農
作
物
を
食
い
荒
ら
し
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
ま
す
。
捕
っ
た
動
物
は
解
体
し

て
分
け
合
う
ほ
か
、
ジ
ビ
エ
と
し
て
夢
未
市

で
販
売
す
る
な
ど
、
命
を
決
し
て
無
駄
に
は

し
ま
せ
ん
。

受
け
継
ぐ
思
い

　
会
員
の
約
６
割
は
70
歳
代
で
す
。
高
齢
化

が
進
む
市
猟
友
会
で
は
、
若
い
力
も
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。
勢
子
役
の
吉
岡
さ
ん
は
、
都

内
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
会
社
の
倒
産
を
機
に
以
前
か

ら
興
味
の
あ
っ
た
農
業
を
地
元
で
始
め
ま
し

た
。
住
ん
で
い
る
地
域
に
、
イ
ノ
シ
シ
を
は

じ
め
と
し
た
動
物
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
自

身
で
駆
除
で
き
た
ら
と
10
年
前
に
市
猟
友
会

に
加
入
し
ま
し
た
。「
自
然
に
触
れ
合
う
こ

と
自
体
が
久
し
ぶ
り
で
気
持
ち
良
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
吉
岡
さ
ん
は
、
一
瞬
の
判
断
で

結
果
が
左
右
さ
れ
る
狩
猟
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
初
め
は
余
裕
が
な
く
戸
惑
い
も
多
か
っ
た

も
の
の
、
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
動
物
の

賢
さ
や
特
有
の
動
き
に
目
が
向
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
山
を
整
備
し
て
鳥
獣
た
ち
の
餌

を
確
保
す
れ
ば
、
人
里
で
の
被
害
は
減
る
か

も
し
れ
な
い
と
、
人
と
生
き
物
が
共
存
す
る

た
め
の
方
策
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。
一
方

で
、「
生
態
系
に
と
っ
て
何
が
正
解
な
の
か
、

本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
」
と
話
す
吉

岡
さ
ん
。
か
わ
い
そ
う
と
思
う
気
持
ち
を
心

の
奥
に
抱
き
な
が
ら
も
猟
銃
を
握
り
続
け
ま

す
。「
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
も
い
ず
れ
は
引
退

す
る
。
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
」
と
、
先
輩
た
ち
の
背
中
を
追
い
か
け
な

が
ら
、
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に

　
植
生
の
回
復
や
農
作
物
被
害
の
防
止
と
い

う
目
的
が
あ
る
も
の
の
、
狩
猟
に
対
す
る
世

間
の
理
解
が
な
か
な
か
進
ま
ず
に
「
苦
し

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
安
藤
さ
ん
。
今
で
は

農
家
た
ち
か
ら
温
か
い
声
を
も
ら
う
こ
と
が

増
え
、
地
域
の
役
に
立
て
て
い
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
畑
を
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
た

菊
子
晃
平
さ
ん（
65
・
上
荻
野
）は
、「
被
害

が
出
た
直
後
、
す
ぐ
に
わ
な
の
設
置
な
ど
を

し
て
く
れ
て
大
変
助
か
っ
た
。
被
害
を
受
け

て
諦
め
る
人
も
多
い
と
思
う
の
で
、
猟
友
会

の
活
動
が
も
っ
と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
す
。
地
域
の
声
は
、
ハ
ン
タ
ー
た
ち
を

険
し
い
山
へ
と
向
か
わ
せ
る
原
動
力
で
す
。

　
「
さ
あ
、
集
中
し
て
や
ろ
う
」。
飯
山
や
荻

野
の
山
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
追
い
か
け
、

道
な
き
道
を
進
ん
で
い
く
ハ
ン
タ
ー
た
ち
。

人
と
自
然
の
境
界
を
守
る
た
め
、
今
日
も
一

つ
の
命
と
向
き
合
い
続
け
て
い
ま
す
。

暮らしの守り人

猟犬を飼い始めてから役割が変わり「狩猟での見る景色が変わった」
と話す吉岡さん

「仲間が増えれば」と願う安藤さん 猟犬の首に付いたGPSで位置を確認

荻野に生息する野生のシカ

豊かな自然が広がる丹沢地域

シカのふんや足跡を探しながら進む

被害のあった畑のそばにイノシシ用のわなを
設置被害状況を伝える菊子さん（右）

狩猟前に作戦や役割を共有する

特集 野生鳥獣の被害を防ぐ

　野生鳥獣を誤った認識で保護するケースが増えて
います。もし見つけても基本は手を出さず、自然の
営みに任せましょう。

　全ての生き物たちは自然の中で、互いに関わり
合って生きています。傷付いて死んでいくことは生
態系の重要な仕組みの一つで、他の生き物の糧と
なり、命をつなぐ役割もあります。このつながりに
人間がむやみに介入することは、必ずしも野生鳥
獣のためにはなりません。動物たちを見つけても餌
をあげるなどせず、そっと見守ってあげましょう。
　ネズミ捕りの粘着シートや空が映り込んだ窓ガ
ラスへの衝突など、人間の行動が生き物たちを傷
つけているケースも少なくありません。野生鳥獣
は、私たちが想像しているよりも人間のそばで暮
らしています。共生には、野生鳥獣への理解や、
両者の程良い距離感が大切なのではないでしょう
か。

　けがをしている時や保護するか迷った時、野生
鳥獣を持ち込む時は、事前に県自然環境保全セン
ター☎248-0500へ。傷病鳥獣の受け付けは10～16
時。外来種やカラス、大型哺乳類は救護対象外。
詳細は県自然環境保全センターHPに掲載。

　身近な自然に目を向けると、シカやサル、オオタカなど多くの生き物が、私たちのすぐ近
くで暮らしています。その一方、餌を求めて畑を荒らすなど人の暮らしにも影響が出ていま
す。特集では、増えすぎた野生鳥獣を適切に管理することで、被害を防ぎ、自然環境のバラ
ンスを守る「猟友会」の姿を追いました。 問農業政策課☎225-2813

野生鳥獣への正しい理解を

誤認保護に注意しよう

　野生の生き物はペットではないので、餌やりは
やめましょう。人のにおいが付くと多くの哺乳類
の親は嫌がり、世話をしなくなるといわれていま
す。安易に触らないようにしましょう。

　誤認保護の多い巣立ちヒナや子タヌキの親は、近
くで見守っていたり、一時的に出かけたりしている
可能性もあるため、保護する前に様子を見ましょう。

・餌を与えない・触れない

・すぐに拾わずに見守る

けがや病気の野生鳥獣を見つけたら…

・大人の動物が弱っている場合
・対応や判断に迷ったときなど…

こんなときは、県自然環境保全センターへ

チョウゲンボウ カワラヒワ タヌキの幼獣

７
月
下
旬
、
清
川
村
と
の
市
境
に
あ
る

山
の
入
り
口
に
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。
狩
り
の
作
戦
や
役
割
を

確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
散
ら
ば
り

ま
す
。
獲
物
の
に
お
い
を
た
ど
り
な
が
ら
山

を
駆
け
上
が
っ
て
い
く
猟
犬
の
後
ろ
を
、
銃

を
手
に
し
た
ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
息
を
潜
め
て

歩
み
を
進
め
ま
す
。
森
の
奥
で
は
、
野
生
鳥

獣
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
人
々
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

生
態
系
の
管
理
を
担
う

　
緑
が
広
が
る
丹
沢
に
は
多
く
の
生
き
物
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
人
間
の
活
動
な

ど
に
よ
り
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩

れ
、
特
定
の
草
木
を
食
べ
る
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
は
、
食
べ
物
を
探
し
て
、
畑
を
荒
ら
す
な

ど
人
里
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
猟

友
会
は
、県
や
市
、住
民
か
ら
依
頼
を
受
け
、

一
年
を
通
し
て
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
当
た
る

団
体
で
す
。
市
内
で
は
１
９
６
８
年
に
立
ち

上
げ
ら
れ
、
現
在
は
30
人
の
会
員
が
活
動
。

農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
鳥
獣
の
駆
除
や
、

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
管
理
捕
獲
、サ
ル
の
追

い
払
い
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
増
え
す
ぎ
た
動
物
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
、

自
然
の
つ
な
が
り
を
守
る
た
め
に
必
要
」
と

話
す
安
藤
忠
幸
さ
ん
（
75
・
戸
室
）
は
、
こ

の
道
55
年
の
ベ
テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー
。
市
猟
友

会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。安
藤
さ
ん
は
、

ハ
ン
タ
ー
だ
っ
た
友
人
の
父
に
憧
れ
、
20
歳

で
猟
銃
を
握
り
ま
し
た
。
同
じ
場
面
が
二
度

と
な
い
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
始
め
た
趣
味

の
狩
猟
は
、
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

県自然環境保全センター
獣医師
大道 真見さん

生き物と適切な距離感を

45 2025(令和７)年９月１日
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　市を舞台にした映画「キリコのタクト～YELL～」
の撮影が８月15日にスタートしました。作品は行方
不明となった伝説の音楽教師・原田貴理子の謎に迫
るストーリーで、全編を市内で撮影。初日は厚木中

学校からロケが始まり、23
日には文化会館の撮影に約
400人の市民が観客エキス
トラとして参加しました。
　全国公開は2026年を予定
しています。

　
7
月
に
岡
山
県
津
山

市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
、
厚
木
王
子

高
校
が
優
勝
を
収
め
ま

し
た
。
日
本
一
に
な
っ

た
の
は
、
前
身
の
厚
木

商
業
時
代
か
ら
は
３
年

ぶ
り
９
回
目
。
２
０
２

４
年
4
月
の
厚
木
東
高

校
と
の
統
合
後
は
初
め
て
で
す
。

　
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
48
チ
ー
ム
が
出
場
。
強
豪
が
ひ
し

め
く
中
、
初
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
投
手
陣
の
力
投
と
堅
守
に

よ
り
、
相
手
の
攻
撃
を
抑
え
て
着
実
に
勝
利
を
積
み
重
ね
て

い
き
ま
し
た
。

　
決
勝
で
は
地
元
岡
山
県
の
創
志
学
園
と
対
戦
。

初
回
に
厚
木
王
子
高
校
が
先
制
す
る
も
直
後
に
同

点
に
追
い
付
か
れ
、
そ
の
ま
ま
延
長
戦
に
突
入
す

る
大
熱
戦
に
。
最
後
は
4
対
3
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

し
、
歓
喜
の
涙
を
流
し
ま
し
た
。

　
8
月
12
日
の
早
朝
、
厚
木
中
央
公
園
に
約
８
０

０
人
が
集
ま
り
、「
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体

操
会
」
を
開
催
。
ピ
ア
ノ
演
奏
者
の
能
條
貴
大
さ

ん
の
生
演
奏
と
体
操
指
導
者
の
鈴
木
大
輔
さ
ん
の

元
気
な
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
元

気
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
体
操
会
は
、か
ん
ぽ
生
命
保
険
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の
主
催
。
全
国
を
巡
回
し

て
お
り
、
今
年
度
の
県
内
開
催
は
厚
木
市
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
県
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の
今
野
睦
夫
会
長
は
「
ラ
ジ
オ
体
操

は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

で
き
る
の
が
魅
力
。
ぜ

ひ
日
々
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
参
加
し
た
石

原
純
子
さ
ん
（
52
・
寿

町
）
は
、「
朝
か
ら
体

を
動
か
し
て
気
持
ち
良

く
汗
を
流
せ
た
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
夏
場
に
増
え
や
す
い
食

中
毒
の
予
防
を
呼
び
掛
け

る
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

市
役
所
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
食
品
事
業
者

や
保
健
福
祉
事
務
所
、
市

職
員
ら
約
30
人
が
参
加
。

来
庁
者
や
通
行
人
に
「
予

防
の
3
原
則
（
菌
を
つ
け

な
い
、増
や
さ
な
い
、や
っ

つ
け
る
）」
の
徹
底
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
主
催
し
た
食
品
事
業
者
ら
で
組
織
す
る

厚
木
地
区
食
品
衛
生
協
会
の
前ぜ

ん

場ば

敏
男
会
長
は
「
小
ま
め
な

手
洗
い
、
三
原
則
の
徹
底
が
予
防
の
基
本
。
地
道
に
啓
発
活

動
を
続
け
食
中
毒
を
１
件
で
も
多
く
減
ら
し
た
い
」
と
、
市

民
へ
実
践
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
食
中
毒
の
予
防
啓
発
に

加
え
、
厳
し
い
夏
の
暑
さ
に
よ
る

熱
中
症
対
策
も
継
続
し
て
注
意
喚

起
し
て
い
き
ま
す
。

夏の食中毒、徹底した備えを

市制70周年記念「ラジオ体操・みんなの体操会」を開催

市役所前で予防キャンペーンを実施

啓発物品を手渡す山口市長

早朝から汗を流して健康に

掛け声に合わせ一斉に体操する

　
心
配
し
て
い
た
台
風
の
予
報
が
、
ま
る

で
嘘
の
よ
う
な
晴
天
の
中
で
始
ま
っ
た

「
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
」。二
日
間
に
わ
た
り
、

約
33
万
人
の
お
客
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
か
ら

始
ま
り
、
立
ち
並
ぶ
屋
台
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
た
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
暑
さ
に
負
け
な
い
皆
さ
ん

の
活
気
あ
ふ
れ
る
姿
に
、
私
も
元
気
を
分

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
2
日
目
も
パ
ワ

フ
ル
な
み
こ
し
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が
り
、

民
踊
総
お
ど
り
で
は
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
全
力
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
大
花

火
大
会
は
初
日
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
し
て
約
1
万
発
を
打
ち

上
げ
、
市
制
70
周
年
を
盛
大

に
祝
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
鮎
ま
つ
り
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
家
族
や
友
人
と
過
ご

し
て
き
た
夏
の
伝
統
的
な
行
事
で
す
。
小

学
生
の
時
に
市
営
球
場
か
ら
見
た
大
輪
の

記
憶
は
、
今
も
鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
付
け

て
い
ま
す
。

　
猛
暑
に
よ
る
皆
さ
ん
の
健
康
へ
の
影
響

を
踏
ま
え
、
夏
の
開
催
を
最
後
と
し
た
鮎

ま
つ
り
。
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
楽
し
め

る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
80
回
目
を
迎

え
る
来
年
か
ら
は
秋
に
移
行
し
ま
す
。
時

期
が
変
わ
っ
て
も
先
人
の
皆
さ
ん
が
紡
い

で
き
た
精
神
を
継
承
し
、
誇
り
あ
る
伝
統

文
化
を
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

厚木市長山口貴裕

　
地
域
の
防
犯
や
事
故
防
止
を
担

う
「
安
心
・
安
全
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
地
区
」
に
市
内
16
地

区
を
指
定
し
ま
し
た
。
各
地
区
で

は
今
後
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
研

修
会
な
ど
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
犯
罪
の
起

き
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
指
定
式
に
は
各
地
区
の
代
表
者
が
出
席
し
、
山
口
貴
裕
市

長
か
ら
指
定
書
、
阿あ

部べ

勇い
さ
む

厚
木
警
察
署
長
か
ら
「
安
心
・

安
全
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
地
区
代
表
の
難

波
宗
一
郎
さ
ん
（
73
・

荻
野
）
は
「
犯
罪
の
防

止
や
交
通
安
全
、
け
が

の
予
防
な
ど
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組

み
を
充
実
さ
せ
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
」
と
力
強
く
宣
言

し
ま
し
た
。

地域から広がる安心の輪
安心・安全セーフコミュニティ推進地区に16地区を指定

市全体で防犯意識を高める

ピト
統合後初の日本一に

厚木王子高校 女子ソフトボール部が全国大会で優勝

　　記念事業やイベントなどの情報は、
市制70周年記念サイトをご覧ください。

問企画政策課☎225-2450

　2025年2月1日、市制施行70周年を迎えました。節　2025年2月1日、市制施行70周年を迎えました。節
目の年を皆さんとお祝いするため、スポーツ・文化芸目の年を皆さんとお祝いするため、スポーツ・文化芸
術・歴史など幅広い分野で事業を実施。連載では、旬術・歴史など幅広い分野で事業を実施。連載では、旬
な話題を紹介していきます。な話題を紹介していきます。

厚木中学校での撮影の様子

市制70周年記念映画がクランクイン今月の話題

会場の皆さんとカウントダウン

鮎まつりのオープニングパレードにも
参加し、喜ぶ姿を見せた選手たち

Ⓒ映画「キリコのタクト〜YELL〜」製作委員会Ⓒ映画「キリコのタクト〜YELL〜」製作委員会
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加者全員の〒住所、氏名、年齢、電
話番号を書き、9月15日までに環境
政策課☎225-2749・ 3100@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。

応急手当普通救命講習会
　9月30日、9～12時。消防本部。
応急手当ての重要性、心肺蘇生法、
自動体外式除細動器（AED）の
取り扱いなど。市内在住在勤在学
の中学生以上30人。無料。申9月1
～10日に救急救命課☎223-9365へ。 
抽選。

保護者セミナー「こどもの
心を支えるためのヒント」

　10月8日、18時～19時30分。あつ
ぎ市民交流プラザ。講話と情報交
換。子どもの学校生活に不安があ
る保護者など20人。申9月1日～10
月7日に青少年教育相談センター
☎225-2520へ。先着順。

9月10日は「屋外広告の日」･9月1
～10日は「屋外広告物適正化旬間」

　屋外広告物の安全管理の普及啓
発のため、期間中にパトロールを
実施します。屋外広告物の適正な
設置・管理と良好な景観形成に協

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報シティプロモーション課☎225-2043

検 索

8月１日号「広報あつぎ」を読んで
◆社会インフラを整備することで、優良な企業が厚木
に集まってほしい／40代男性 ◆回覧板のデジタル化
は自治会を将来に残すためにも重要なこと／60代男性 
◆いつ起きるか分からない災害に備え、携帯トイレの
備蓄は大切／70代以上女性 ◆戦争の過ちを繰り返さ
ないことは、どの世代も関係なく認識する必要がある
／30代女性 ◆永里優季選手に多くの子どもたちが夢
を抱いたと思う／20代女性

　猟友会や県自然環境保全センター
の方々から話を聞くうちに、人間と

生き物の境界が曖昧になり、野生鳥獣が住みづらくなって
いる現状を知りました。「野生鳥獣こそ人間の被害者かも
しれない」という、猟友会の安藤さんの言葉が心に深く残っ
ています。市の魅力の一つである身近な自然には多くの生
き物が暮らしています。人と動物たちが共生できるように、
できることから始めていきたいと思います／佐々木

あつぎストリートフェス
（市民協働提案事業）
　9月20日、17時30分～19時30分。
中町花の公園。路上ミュージシャ
ンのストリートライブ。無料。申不
要。問文化魅力創造課☎225-2508。

オリジナル点字名刺を作ろう！
　9月23日、①10時～②11時～（各回
50分）。あつぎ郷土博物館。点字体
験と名刺作り。簡単な工作にも挑
戦。各回10人。無料。申不要。先着順。
問あつぎ郷土博物館☎225-2515。

あつぎ郷土博物館
実習生が展示を解説

　9月6日、14～15時。あつぎ郷土博
物館。博物館の実習生が土器や民
具などの展示を解説。無料。申不要。 
問あつぎ郷土博物館☎225-2515。

フクロウの生態を学ぼう
　9月28日、10～12時。自然環境保
全センター。消化できない骨や毛
などを丸めて口から吐き出した塊
を調べ、フクロウの生態を学ぶ。
20人（小学生以下は保護者同伴）。
無料。申電話またはEメールに参

力をお願いします。問都市計画課
☎225-2401。

市民ふれあいマーケット
　9月21日、9時30分～14時（雨天
中止）。厚木中央公園。日用雑貨
や衣料品などの不用品を100店舗
が販売。問環境事業課☎225-2793。

あつぎミュージックフェスティバル新人シンガー
発掘オーディション最終選考の観覧者を募集

　9月14日、14～15時。あつぎ市民
交流プラザ。オーディションの観
覧。定員30人。無料。申不要。先着
順。問文化魅力創造課☎225-2508。

北部地区公園の都市計画決定に関
する案の縦覧と意見書受け付け

　北部地区公園の都市計画案を縦
覧し意見書を受け付けます。
　《期間》9月12～26日《縦覧場所》
都市計画課または市HP《意見書
受け付け》市内在住在勤または当
該都市計画と利害関係がある方な
どが対象。申都市計画課や市HP
にある意見書を、直接または郵送、
ファクス、Eメールで9月26日（必着） 
までに〒243-8511都市計画課☎
225-2400・ 222-8792・ 4600@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。

年末年始のテニスコート利用
　市内4カ所のテニスコートが使
えます。
　《期間》①12月29～31日②2026
年1月1〜3日、9～17時《場所》厚
木・南毛利スポーツセンター・荻
野運動公園・若宮公園テニスコー
ト。申①9月1日②10月1日から公
共施設予約システムへ。抽選。問
行政経営課☎225-2160。

市議会正副議長が決定
　8月7日の市議会第5回会議で、
議長に瀧口慎太郎氏（ネクストあ
つぎ）、副議長に望月真実氏（新
政あつぎ）が選出されました。瀧

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

「「岡津古久のひまわり岡津古久のひまわり」」
#7月31日撮影
#夏
#ひまわり
#niceatsugi
市公式インスタ
グラムで公開中

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム　 　　＝市制70周年記念事業
　　　　5　　　＝市広報番組あつぎ愛テレビ
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

9/1〜愛TV
70th

口氏は、副議長をはじめ、総務企
画常任委員会委員長や環境教育常
任委員会委員長などを歴任。4期
目。46歳。長谷在住。望月氏は、
総務企画常任委員会委員長や予算
決算常任委員会副委員長などを歴
任。3期目。55歳。東町在住。問議 
会総務課☎225-2700。

青少年発明コンクール作品展示
　9月13～29日。本厚木駅前東口地
下道。市内の小・中学生が夏休み
に作った発明品を展示。無料。申
不要。問産業振興課☎225-2830。

《取得できる証明書》
　�①住民票の写し②印鑑登録証明書③戸籍証明書（全部・個人）④

戸籍の付票の写し⑤市・県民税(課税・非課税)証明書（最新年度
のみ）

《費用》300円（③は450円）
《時間》6時30分～23時（③④は平日9時～19時30分）
《場所》マルチコピー機があるコンビニエンスストア

　マイナンバーカードを持っている方は一部の
証明書をコンビニで取得できます。

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち
《パブリックコメント》
●第11次市総合計画長期ビジョン
の策定
　問企画政策課☎225-2455。
■企業等の立地促進等に関する条
例の改正
　問産業振興課☎225-2831。
◆客引き行為等防止条例の改正
　問くらし交通安全課☎225-2148。
◆みんなで守る美しい環境のまち
づくり条例の改正
　問生活環境課☎225-2750。
　いずれも《閲覧期間》9月1日～
10月1日《閲覧場所》各課窓口、
市政情報コーナー、公民館、本厚
木・愛甲石田駅連絡所、中央図書
館、あつぎ市民交流プラザ、保健
福祉センター、市HP（●◆はあ
つぎセーフティーステーション番
屋、●は子育て支援センター、あつ
ぎ郷土博物館ほかも含む）《応募
方法》閲覧場所にある用紙に掲載。
《意見交換会》
市子ども育成条例の改正方針
　9月18日、18～19時。市役所本
庁舎。手話通訳・要約筆記あり（9
月10日までに要予約）。申不要。
問こども育成課☎225-2262。
厚木市　市民参加 検索

詳細はこちら︎

　市の伝統文化を鑑賞しませんか。
� 問文化魅力創造課☎225-2509

《郷土芸能発表会》
日時　10月19日　13時30分～16時30分
出演　�相模里神楽垣澤社中、長谷・愛

甲ささら踊り盆唄保存会、法雲
寺酒井双盤講、七沢浅間・中荻
野馬場太鼓保存会、三浦市海南
神社面神楽保存神楽師会（特別
出演）

《相模人形芝居特別公演》
日時　11月15日
　　　13時30分～15時30分
出演　�相模人形芝居林座・長

谷座、あつぎひがし座

70th

郷土芸能まつり
伝統芸能の祭典

　いずれも会場は文化会館。
定員300人。申不要。先着順。

コンビニ交付サービス
マイナンバーカードで便利に

問市民課☎225-2110・市民税課☎225-2012（税の証明）



　全長16.5㌢ほど。ウグイス、コマドリ、オ
オルリは日本の3鳴鳥で鳴き声がとても美し
い。南へ渡る準備のため今はあまり鳴かな
い。瑠璃色でおなかは白く姿も美しい／七沢
の谷間で見つけた。 写真・文／ 吉田文雄

　猛暑日が続き、山の木々は元気
ない。樹液を探す昆虫も数少ない
が、渓流沿いの林を進むと、吹き
上げる風が天然のク－ラ－となり
全てを忘れるほど気持ち良い。
　「ピ－リ－ピ－リリリッ」と遠く
から鳴き声が聞こえてきた。双眼
鏡で谷間の方を探したが、なかな

か見つからない。聞き耳を立てて
いるとすぐ近くにいる気がして双
眼鏡でもう一度のぞくと、意外に
もそばのヤマフジの枝に止まって
喉を膨らませ小さく鳴いていた。
　「植物に昆虫に鳥に、そして人に
も優しい地球を」と小声で鳴くオ
オルリが語っている気がした。

⚫オオルリ⚫
ヒタキ科

（8月１日現在）
厚木市の人口 人　口世帯数 22万3028人（前月比72人減)男11万5007人･女10万8021人10万7188世帯（前月比13世帯増）

スポーツレクリエーション
フェスティバル

申し込み
不要

グラウンド・ゴル

フ

セストシュータ
ー

モルック

　　　無料 70th あつぎ SDGsフェスティバル

気軽に楽しく体を動かす

《種　目》　屋外　 グラウンド・ゴルフ、モルック、テニス、ティーボール
ペタンク、幼児運動・サッカー・陸上教室

《会　場》　荻野運動公園

《費　用》　無料

《持ち物》　室内履き

いずれも申 9月10日までに講座予約システムへ。抽選。

■厚木市版Get The Point体験会
時間 13～15時
内容　 市の特産品が描かれたボード

ゲームを使ってSDGｓを学ぶ
定員 市内在住在勤在学の高校生

以上30人

■講演会
時間 14～15時
内容 実験を通じて環境問題を伝える

「らんま先生」にSDGｓを学ぶ
定員 100人

事前申し込み制イベント
昨年の様子

厚木市版Get The Point 工作なども楽しめる

工作やゲームなどで持続可能な開発目標(SDGs)を学べるイベントです。
問企画政策課☎225-2450

日時 9月21日　10～16時
会場 あつぎ市民交流プラザ 申 不要。

クイズラリー、竹を使ったこまの
おもちゃ作り、巨大防災すごろく

内容

詳細はこちら

《日　時》　9月20日 10～15時
(雨天時は屋内種目、モルック、ペタンクのみ)

　子どもから大人まで気軽にできるスポーツやレクリエーションを楽し
みませんか。    問スポーツ魅力創造課☎225-2531

屋内　 卓球、セストシューター、バドミントン、
体力測定、健康マージャンなど

2025(令和７)年9月１日 ８


